　資料１　
アーツカウンシル部会の体制づくりについて（案）
１　委員・専門委員の選任

· 専門委員については、当初想定していたように７分野それぞれから専門家を選ぶのではなく、全員で７分野をカバーしつつ、ジャンルを超えて事業を見る目を持つ方を選任する。

· 当面の仕事は補助・助成事業の採択審査、そして大阪府市の文化事業の評価となるので、これに適した専門委員の選任を進める。

· 新たな専門委員の選任のほか、文化振興会議の委員にもアーツカウンシル部会の委員として部会活動に加わっていただく。

· 補助事業採択の審査については、対象となる補助金の内容等から、必要に応じ、当該審査限定の専門委員も選任する。

· 部会に属する委員・専門委員の選任については、文化振興会議会長と協議し、会長の指名をいただく。

２　アーツマネージャーの選任、実地調査

· 専門委員については７分野を見るとともに、分野を超えた「横串」をさす視点を持つ方にお願いすることとし、アーツマネージャーについては、各分野に深い見識を持ち、「縦串」の役割を担っていただく。

· アーツマネージャーは、事業評価の前提となる実地調査を行う。

· 人選については、アーツカウンシル部会の委員・専門委員と協議し、選定する。研究者、ジャーナリスト、評論家、文化事業の現場の方に加え、アートマネジメント講座を有する大学などとも連携し、将来に向けた人材育成の意味も含めて人選を進める。

· 評価する事業の内容等から、必要に応じ、アーツカウンシル部会に属する委員・専門委員が実地調査を行う。
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